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面もある。第2章では、国内の国立大学を卒
業論文、修士論文、博士論文の公開という切
り口で比較分析しているが、むしろ、小樽商
科大学以外の地方の国立大学や公立大学
を幾つか取り上げ、そこでの包括的な法人文
書管理の現状について小樽商科大学との比
較の中で論じた章があったなら読者の理解を
より助けたのではないだろうか。これについて
は、第4章において、「移管に関わる課題」限
定ではあるものの、平井氏自身も「改めて論じ
たい」としており今後に期待したい。
　また、結章で「知る権利」と「プライバシー
権」に触れられている。両者ともに新しい人権
として今般の憲法改正論議でも取り沙汰され
ており、特に「知る権利」について、宇賀克也
氏の見解を提示し、公文書管理法の立法過
程において解釈的に認める方向にあることを
紹介している。実は、第2章、第4章、第7章の
注記においても宇賀氏、あるいは三宅弘氏ら
の見解とともに繰り返し問題提起がなされてい
る。「知る権利」は、平井氏自身も指摘している
ように、アーカイブズの実務に密接に関わるも
のであり、また、本書のタイトルにある情報アク
セスの根幹を支える概念でもあろう。本書の
本文においてももう一段踏み込んだ議論が
あっても良かったのではないか。
　ともあれ、先述のとおり、アーカイブズに関す
る権利意識の問題を一貫して主たる論点に
据えた展開は解りやすく、それが深い実務経
験に裏打ちされたものであるからこそ、より説
得力を持って迫ってくる。結章でも提示されて
いる今後の平井氏の研究─公文書の管理
権者の国家レベルあるいは社会全体レベル
の変更について、植民地の独立や国王から
市民への管理権者の変更を題材に国際的
な研究を志向されているようだが、それに加え
て本書各章の小テーマについての後続研究
にも、大いに期待したい。
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